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研究成果の概要（和文）：第一研究において、小児看護専門看護師10名に対し、実施している意思決定支援につ
いてインタビュー調査を行った。質的帰納的分析を行い、50項目の意思決定支援が明らかになった。
第二研究では、50項目の意思決定支援について、第二研究とし、全国の小児が入院する病院の看護師704名を対
象に、実践の程度と意義の程度について４段階のリッカート尺度を用いて調査を行った。実践の程度と意義の程
度の得点についてMann-WhitneyのU検定によって分析し、47項目において有意差が認められた。また、実践の程
度においては病棟看護師の外来経験の有無において、39項目において有意差が認められた。

研究成果の概要（英文）：In the first study, 10 pediatric nurses were interviewed regarding their 
decision-making support. A qualitative inductive analysis revealed 50 decision-making aids.
In the second study, 50 items pertaining to decision-making support were evaluated, targeting 704 
nurses working in facilities where children were hospitalized nationwide. A Mann-Whitney U test was 
used to analyze the degree-of-practice and degree-of-significance scores, and significant 
differences were found in 47 items. With regard to degree of practice, significant differences were 
found in 39 items; this depended mainly on whether or not ward nurses had prior experience with 
outpatients.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本邦において慢性疾患をもつこどもに対する意思決定能力を高めるための支援（意思決定支援）の具体的方法を
学術的に明らかした報告はなかった。そこで、第一研究では、小児看護専門看護師が行っている意思決定支援を
明らかにした。
また第二研究では、小児と関わる看護師を対象に意思決定支援の実践の程度と意義の程度の差を明らかにした。
これにより、小児と関わる看護師を対象とした意思決定支援についての教育や医療環境の改善が考えられ、慢性
疾患をもつこどもへの意思決定支援の質が向上に寄与されるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、医療の進歩に伴い、小児期発症疾患を有し成人期を迎える患者は 90％以上いる

(Blum,1995)。そのため小児期に疾患を発症した子どもの多くは、疾患をもちながら成人期へ移
行する時期（以下、移行期とする）を経験する。また、発達途上にあるこどものセルフケアは、
こどもの療育者が補完することが不可欠であり、成長発達と共にこどものセルフケア能力は成
熟する(片田,2019)。セルフケア能力と同様に子どもの意思決定能力も小児期には養育者の補完
が必要であるが、成長発達と共に成熟していく。一般に意思決定の欲求が増える時期は思春期で
あり、意思決定は重要な思春期の発達課題であるといわれている(Bonnie H,2009)。しかし、先
天性心疾患の患者が成人後も治療上の意思決定は親が継続している症例報告もあり(岩崎
ら,2019)、慢性疾患をもちながら子どもから成人になる患者は意思決定能力が成熟していないこ
とがある。つまり、意思決定の欲求が増える思春期と移行期は同時期であることから、移行期支
援として患者の意思決定能力を高める支援（以下、意思決定支援とする）は必要不可欠である。
しかし、少子化による患者の減少、病院施設における人員体制や医療体制の違いなどの理由によ
り、移行期にある患者に対する意思決定支援の質にはばらつきがあり、有用性の認められた支援
方法は確立していない。 
 
２．研究の目的 
(1)本邦の看護師が移行期患者に必要だと思う意思決定支援・実際に行っている意思決定支援、
また意思決定支援を実施するための促進因子と阻害因子を明らかにすることを目的とした。 
(2) 小児と関わる看護師を対象にアンケート調査を行い、慢性疾患を抱える子どもへの意思決定
支援について「日々の看護の中での実践の程度」および「意思決定支援として認識している意義
の程度」を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)日本看護協会ホームページの専門看護師登録者一覧に掲載されており、現在病院またはクリ
ニックで勤務している小児看護専門看護師を対象に、インタビューを行った。インタビューによ
り収集したデータは質的帰納的分析を行い、小児看護専門看護師が行う移行期にある患者への
意思決定支援を明らかにした。 
(2) 医療介護情報局の医療施設データベース医療機関届出情報による、小児が入院する病棟のあ
る病院 857病院で働いている、小児看護を実践している看護師を対象とし、無記名自記式のWeb
アンケートを用いた横断調査をおこなった。50項目の意思決定支援についてそれぞれ、「日々の
看護の中での実践の程度」および「意思決定支援として認識している意義の程度」を調査した。
実践の程度と意義の程度の差をMann–Whitneyの U検定にて分析を行った。 
(3) 医療介護情報局の医療施設データベース医療機関届出情報による、小児が入院する病棟のあ
る病院 857 病院で働いている、病棟で働いている小児を対象とする看護師を対象とした。対象
者を、外来経験の有無で 2 群（経験有り、外来応援業務を含む/経験無し）に分け、各群の実践
状況の差をMann–WhitnyのＵ検定を用いて分析を行った。 
４．研究成果 
(1)小児看護専門看護師が行う意思決定支援は 312 コードが抽出され、50 サブカテゴリ、14 カ
テゴリが分類され明らかになった。14 カテゴリは以下【患者の意思を育み、意思を出せるよう
にする】、【患者と保護者の要望に合わせながら、患者本人に病気の知識を身につけてもらう】、
【患者が病気のことを自分のこととして捉えられるようにする】、【患者が自分の病気や症状、困
り事を誰かに伝えられるようにする】、【患者が大人になった時を想像してもらい、今どうしたら
いいか一緒に考える】、【患者のセルフケアにおいてできることを少しずつ増やす】、【将来の課題
を乗り越えるために必要な患者の自己効力感を高めるようにする】、【保護者の不安を軽減し、今
までの頑張りを認める】、【保護者と患者の成長を実感してもらい、見守るようにしてもらう】、
【患者が意思決定できるように環境を整え、決定したことを応援する】、【医療者が保護者と患者
の関係性やセルフケアのバランスを整える】、【医療者が意思決定やセルフケアについて支援の
タイミングを見極める】、【医療者が患者の意志決定や自立を妨げないようにする】、【他職種・
成人科と調整する】であった。 
(2) 704名から回答を得られた。小児看護を実践している看護師において意思決定支援 50項目
中、47項目で、「意義の程度」が「実施の程度」より有意に高得点であった。 
(3)530名の回答を得た。病棟で働いている看護師の中で、外来経験無し群よりも有り群の方が
39項目において有意に実践していた。 
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